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対象：1998～2005 年の期間、未治療の UC 患者 18 例を対象とした（男性 11 例、












結   果 
UC患者 18例中、12例が全大腸炎型、2例が左側大腸炎型、4例が直腸炎型であ
った。患者 1例を除き全例が活動性 UCであった。回腸病変は UC患者 6例で PPs
に認められ、うち 4例が全大腸炎型、2例が直腸炎型であった。この 6例の活動
性は 3例が軽度、3例が中等度であった。 
拡大色素内視鏡では UC患者 8例で PPsのドームが小丘状に隆起し、密度の高い
絨毛で周囲を囲まれていたのに対し、UC患者 10例では大きさ、形状ともに不整
で不均一に平坦な異常ドームがまばらな萎縮性絨毛に囲まれているのが認めら






で、検討した全例で PPs ドームの FAE に M 細胞が存在することが明らかになっ
た。 
 
考   察 
初期治療前の UC患者 18例中 8例では健康対照者に観察されているように、PPs
のドームはやや隆起し、整った FAE 層で覆われて周囲を密度が高く厚い絨毛に
囲まれていた。しかし、10 例では PPs のドームは不整で周囲にまばらな萎縮性
絨毛が認められた。拡大色素内視鏡によって UC患者でも PPsドームの不整性と
周囲絨毛萎縮がよく認められることが明らかになった。逆流性回腸炎との相関
はなかったが、異常 PPs に微細粘膜病変が認められた。さらに目標を絞った生
検標本の電子顕微鏡検査によって、M細胞が PPsドームに局在する FAEに検出さ
れた。UC での回腸への病変波及の病態発生を明らかにするには大規模コホート
を対象とした長期追跡試験が必要であると考えられ、今後の検討課題である。 
 
